
特集

北
広
島
市
長

　
上
野

　
正
三

北広島のまちづくり

た
移
転
整
備
を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者
の
認

知
機
能
低
下
を
予
防
し
積
極
的
な
社
会
参

加
を
促
す
た
め
、
補
聴
器
購
入
費
の
一
部

補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
・
文
化
に
つ
い
て
は
、
昨
夏
の
猛

暑
を
受
け
た
対
策
の
た
め
、
市
立
小
中
学

校
の
保
健
室
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
ほ
か
、
北
広
島
の
開
基
１
４
０
周
年
を

記
念
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

８
月
か
ら
の
稼
働
に
向
け
引
き
続
き
、
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

都
市
基
盤
・
生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、

除
排
雪
の
効
率
化
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
導
入
を
行
う
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅

西
口
周
辺
エ
リ
ア
活
性
化
の
た
め
、
複
合

交
流
拠
点
施
設
、
居
住
交
流
施
設
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
・
観
光
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
工

業
団
地
造
成
や
産
業
集
積
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
調
査
・
検
討
を
行
う
ほ
か
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
１
人
増
員
し
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
は
、
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
価
値
と

　

昨
年
は
、
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
F
ビ

レ
ッ
ジ
が
開
業
し
、
道
内
外
や
海
外
か
ら

多
く
の
方
が
本
市
に
訪
れ
た
こ
と
で
、
ま

ち
に
新
た
な
活
気
が
生
ま
れ
た
年
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
活
気
を
確
か
な
も
の
と

し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
引
き
続
き
、
防
災
対
策
や
子
育
て
環
境

の
充
実
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
わ
た
り
「
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」
そ
し
て
「
着
実
に
成
長
す
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
、
第
6
次
総
合
計
画
の

4
年
目
と
な
り
ま
す
。
計
画
に
掲
げ
る
ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
「
自
然
と
創
造
の
調

和
し
た
豊
か
な
都
市
」
と
、
め
ざ
す
都
市

像
で
あ
る
「
希
望
都
市
」「
交
流
都
市
」「
成

長
都
市
」
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
、
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

第
6
次
総
合
計
画
の
中
間
見
直
し
に
向
け

た
基
礎
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
・
健
康
に
つ
い
て
は
、
大
曲
学
童

ク
ラ
ブ
の
狭
あ
い
化
解
消
な
ど
の
た
め
、

令
和
7
年
4
月
か
ら
の
供
用
開
始
に
向
け

　

令
和
６
年
度
は
明
治
17
年
に
和
田
郁
次

郎
翁
ら
広
島
県
人
25
戸
１
０
３
人
が
本
市

に
入
植
し
て
か
ら
、
１
４
０
年
の
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
先
人
達
が
の
こ
し
た
挑

戦
し
続
け
る
精
神
を
も
っ
て
、
希
望
あ
ふ

れ
る
未
来
を
思
い
描
き
、
社
会
課
題
の
解

決
に
挑
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
市
政
運
営

に
当
た
っ
て
は
引
き
続
き
「
市
民
と
の
連

携
」「
魅
力
発
信
に
よ
る
活
性
化
」「
持
続
可

能
な
市
政
運
営
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

活
力
と
魅
力
に
溢
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
6
年
度
予
算
が
決
定

新
た
な
時
代
に
「
挑
」
む
年

機
会
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
関
連
事
業
へ
の
市
民
参
加
促

進
や
近
隣
市
町
村
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

構
想
の
推
進
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
中
学

校
・
保
育
所
な
ど
に
対
し
、
給
食
費
の
食

材
費
物
価
高
騰
分
の
補
填
を
行
う
ほ
か
、

市
内
の
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問合せ　企画課（☎372‒3311・内線3603）問合せ　企画課（☎372‒3311・内線3603）

　令和６年度の予算が市議会第１回定例会で可決され令和６年度の予算が市議会第１回定例会で可決され
ました。予算の概要と主な事業をお知らせします。ました。予算の概要と主な事業をお知らせします。
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会　計　名 令和６年度
当初予算額

令和５年度
当初予算額 増　減 増減率

（％）
一般会計 285億7，221万円 305億9，627万円 -20億2，406万円 -6.6

特
別
会
計

国民健康保険 65億6，047万円 66億9，135万円 -1億3,088万円 -2.0
霊園事業 4，642万円 4，679万円 -37万円 -0.8
介護保険 52億5，882万円 50億4，209万円 2億1，673万円 4.3

後期高齢者医療 11億8，984万円 10億9，783万円 9,200万円 8.4
小計 １30億5,555万円 １28億7,806万円 1億7，748万円 1.4

企
業
会
計

水道事業会計 23億5，398万円 22億2，608万円 1億2,790万円 5.7
下水道事業会計 46億4，094万円 38億3，901万円 8億0,194万円 20.9

小計 69億9，492万円 60億6，509万円 9億2,984万円 15.3
合計 486億2，268万円 495億3，942万円 -9億1，674万円 -1.9

令和６年度　一般会計の概要令和６年度　一般会計の概要

令和令和６６年度予算年度予算
決定しました

　令和６年度の全会計の予算総額は、486億2,268万円で前年度と比較
し1.9％、９億1,674万円減少しました。このうち一般会計予算は285
億7,221万円で前年度と比較して6.6%、20億2,406万円減少しました。

歳入 285億7,221万円 歳出 285億7,221万円

国・道支出金国・道支出金
7171億億5,6835,683万万円円

市税市税
8080億億226226万万円円

譲与税、交付金、譲与税、交付金、
地方交付税など地方交付税など
7777億億66，，253253万万円円

その他その他
3636億億139139万万円円

教育費教育費
2323億億6,6,413413万万円円

その他その他
２7２7億億8,6968,696万万円円

土木費土木費
4848億億5,5515,551万万円円

職員費職員費
3939億億1,5041,504万万円円

公債費公債費
２4２4億億9,2669,266万万円円

総務費総務費
1919億億2,5892,589万万円円

民生費民生費
102102億億3,2023,202万万円円

臨時財政対策債とは、地方
の財源不足を補填するため
特例的に認められる地方債
です。一時的に市債として
発行し、後にその償還金相
当額が地方交付税として国
から交付されます。

（１万円未満は四捨五入で表示）

（（うち臨時財政対策うち臨時財政対策
債債7,0007,000万万円円））

市債市債
2020億億44，，920920万万円円

福祉関連や子育て支
援、医療関連などの
経費を計上しました。

小・中学校の管理経
費や、旧島松駅逓所
の大規模改修に係る
経費などを計上しま
した。

防災食育センターの
整備や、駅西口周辺
の活性化に係る経費
などを計上しました。

地方税定額減税補填
てん

などにより、約３億
7,０００万円の増を見
込みました。

国庫支出金の減など
により、約19億7,000
万円の減を見込みま
した。

建設事業債の減により
約５億6,000万円の減
を見込みました。

個人市民税の定額減
税などにより、約
１億5,000万円の減
を見込みました。

ボールパーク構想に
伴う道路などの整備
に係る経費や除雪な
どの経費を計上しま
した。
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今年度の主な事業今年度の主な事業

複合交流拠点施設や、居住交
流施設などの整備を引き続き
行います。

新たな工業団地造成や産業集
積の可能性について調査・検
討します。

産業集積可能性の検討

予算額　853万円

ＪＲ新駅を含む交通結節点の
形成や、アクセス道路となる
市道西裏線の整備などを行い
ます。

ボールパーク周辺の整備

予算額　26億2,521万円

狭あい化解消のため、令和７
年４月からの供用開始に向け
た移転の整備を行います。

大曲学童クラブの整備

　　　　　予算額　3,597万円

北広島の開基140周年を記念
した事業を行います。

きたひろ140年の記念事業

　　　予算額　138万円

地域経済の活性化と事業者支
援を目的としたキャッシュレ
ス決済ポイント還元キャンペ
ーンを行います。

キャッシュレス決済ポイ
ント還元事業

予算額　4,000万円

市立小・中学校の保健室など
へエアコンを導入します。

認知機能低下を予防し、積極
的な社会参加を促すため、補
聴器の購入のための費用の一
部を助成します。

除排雪の効率化や除雪体制の
維持・拡充に向け、デジタル
技術を導入します。

除雪ＤＸの推進

　予算額　997万円

継　続

ＪＲ北広島駅西口周辺エ
リアの活性化

予算額　1億9,817万円

小・中学校への冷房設備
の整備

予算額　2,155万円

補聴器利用の促進

予算額　502万円

新　規

新　規

継　続

新　規 継　続

継　続

新　規

新　規
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